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要旨

目的:小児がんの子どもの闘病体験に関する研究論文をメタ統合することで、小児がん発症

の初期から治療が終了するまでの子どもの闘病体験での新たな知見を見出し、看護実践への

示唆を得る。方法:医学中央雑誌、 PubMedで検索し、選定基準に合致した7文献を対象に、

Noblit，G.Wet a1 (1988)のメタ統合の手法を参考にして分析した。結果:小児がんの子どもの闘

病体験は、【突然起こった現状に思いを巡らす1[治療や処置に苦悩する][自分の将来に思い

を巡らす】【入院生活での辛さと楽しみを実感する}【自分を嘗起させる】【家族との紳の強さ

を実感する]【健康な友達に羨望を抱きつつ友情に感請ける】【病棟で出会う人に思いを巡ら

す]8の体験が抽出された。考察:小児がんの子どもの闘病体験では、治療や処置を乗りこえ

る子ども自身の「がんばり」と「がんばりの支えJとなる他者の支援があることが明らかと

なった。子どものがんばりを十分理解した医療者の支えの大切さが示唆された。

キーワード:子ども、小児がん、闘病体験、メタ統合

Abstract 

Objectives: We examined the experiences of children with cancer fighting the disease企omonsetω 

treatment completion仕lfoughmeta-synthesis of research articles. We developed recommendations for 

n旧 S加gpractice. Methods: The Japanese medica1literature database and PubMed were used to search 

the literature. Seven articles met the selection criteria The伽ιtafrom these articles were ana1yzed using 

也emeta圃 synthesismethod developed by Noblit，G.W et al (1988). Results: The following eight types 

of experiences were extracted from the children's data:“自inkingof the sudden occ田Tenceof present 

conditions， "“feeling the anguish ofむea加lentsand procedures，"“thinking of my fu加re，"“realizing

discomforts and ple出町'esspecific to hospita1ization，"“motivating myself，"“rea1izing the s加 ngthof 

白milybonds，"“experiencing企iendshipand envy白roughhealthy friends，" and 唯linkingof someone 

met in a hospita1." Discussion: In children wi由 experiencesof cancer fightingせledise田e，two items 
were found: the “perseverance" of children who overcome treatments and procedures and “support of 
perseveran白"白roughencouragement from other people. Support by medica1 staff who adequately 

understood chi1dren's perseverance w出 important.

Key words : chi1dren; childhood cancer， fight against disease， meta-Synthesis 

1.はじめに

「不治の病Jとされていた小児がんは、 1950

年に手術療法に加えて放射線療法、 1960年

には化学療法と様々な治療方法による効果

が認められてきた。このようにめざましい医

療の発展によって、治療終了後 5年生存率が

約 7割以上となり、数万人以上の小児がん長

期生存者が存在する病気となった

(Jema1，A，et al、2010)。しかし、小児がんの

治療過程は、子どもにとって過酷である。小

児がんで治療を余儀なくされた子どもたち

は、病気による症状、治療や処置による痛み

や副作用による苦しみ〉長期にわたる治療と
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処置の繰り返しなど苦痛を伴う闘病生活を

おくっている。さらに、治療が終了しでも、

化学療法の副作用による体力の低下や記憶

力の低下を実感しながら再発や晩期障害の

危険性を抱えて“がん"との共存の生活をお

くらなければならない(畑江、 2013)。

飯田ら (2013)は、小児がん経験者は、闘病

体験を通して 、 逆 境 を 乗 り こ え る 力 を 身につ

けていた、と述べている。そして、小児 がん

経験者が、自己の闘病体験を肯定的に捉えら

れ るよ うに なるためには、闘病初期の段階で

ある入院環境において医療者のサポートを

自覚できる環境で、あったことが精神的成長

に大きく関わっていた(飯田ら、 2013)。小 児

がんになったこ と が 子 ど も の 後 の 精 神 的、身

体的 な負 担に なら ない よう に治 るこ とが 本

当の“治癒"といえる(がんの子どもを守る

会、 2008)。そのことより、思いもかけず小

児がんになってしまった子どもたちが、闘病

生活をどのように乗り越えてきたのか、入院

環境においてどのようなサポートが痛みや

苦しみを肯定的に変化させたのか、小児がん

の子どもの闘病体験を明らかにする必要が

あると考えた。

表1分析対象文献

No 2 3 

Experiena剖 of E却!。ringthe。fLive叶 怒春湖に発病した
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対 間:4か月-12か月 での経過期間:11

象 .診断名 :ALL、A か月-2年告か月の

者 ML、慈f生りンパE重 範趨.診断名:自

の 、骨肉耀 血病‘脳髄様、様紋

背 筋肉I重であり‘現在

景 治療中

ll.研究目的

本研究の目的は、小児がんの子どもの闘病

体験に関する研究論文をメタ統合すること

で、小児がん発症の初期から治療が終了する

までの子どもの闘病体験での新たな知見を

見出し、看護実践への示唆を得ることである。
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小児がん怠究とそ 小児がんを体験した 治療を終了した膏年 思春期に小児がん
の家族の部病体験 青少年の縫絵を明 期の小児がん体験 告発漉した患兇の入
から患児、家接の成 らかにする 者が歯分の病気体 続体験豊明らかにす
長!こ着目した心選 験艇のように捉える
社会的状況を明ら ているかについて明
かにする らかにする

質的研究

質的研究
グレーザーによる分

質的帰終的研究 質的帰納的研究
析方法を用いたグラ
ンヂッドセオリ

10歳以上の小児が がん治療を終了して 自らの病気体重量を 愚容期同制:~I
んで治療絡了した から少なくとも3年間 百寄ることができる年 を発症し、現在iま治
窓兇と家族 経過し、スヱーヂン 歯車であり、かつ病状 療を終了している脅

語が話せる乎ども が安定し、病気体験 年期の小児がん経
を振り返ることがで 験者。自分を客観的
きる !こ振り返り5寄ること
条件:15歳までに ができる脅年期

白血病‘悪性リンパ
鍾を発獲し、議気鋭
明均Tされており、治
線終了後約i年以
よ綬i晶

7名ー年齢:小学生 7名，年齢:20-237名(男性2名、女怯 S名{男性2名、女性
(10歳)1名、中学集 歳 5名}年齢:16-24名)。年齢:20歳
1名、高校生3名、大 自歳発往年齢:3 前後から25館前後
学生i名、社会人1 -14歳.治療終了 .発議年鯵t小学
名.発定年齢:幼 年齢:6-18歳(3名校高学年1名、中学
児期1名、小学5年 が再発している). 生3名、2高校生2名
生Z名、中学3年生2 診断名:ALL5名、 診断名:ALL2名、
名、禽校1年生1名. AMLl名、悪性リン AMU名、非ホジキ
診断名 :ALム3名、 パ腫1名 ンリンパ擾1名、鑓
AML1名、ALLとA 援錫1名、骨肉鍾1
ML混合1名、惑性 名
リンパ鍾Z名
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表2 小児がんの子どもの鱈病体験
体験

突然起ょこった環状に怠L嘘巡らす

治療や処置に樹繕する

歯分の将来1::思いを巡らす

入続生活でのさ告さと議しみを実感する

各研量生論文における研史成果 文重量制。

何:1:1、分からかいまま入院したので、ただの割在ぐらいしか患ってし暗かった 7

〈議~告知って〉ああ入践するんだ 自

怖の講気品、必〈わからず、家に帰れないし 7 

議気1::怠るとは思わなかった 3 

病名表鑓いて驚いた・戸惑った 3.6.7 

癒し〈て説いた 弘吉、7

治療など強現在笠げたけど3主総鈴にどうなっていくのか分からなかった 7 

高量投ではないかと不安 7 

どうして怠分なのか a制穏いことをしたのかな 呂、7

私も毒事せになる可能性がある E、5‘7

病気の離は餓きたいとは思わなかった 3 

鶏気1::対する絡還と祭憶を漉く もう駄鼠だ 7 

不遜だ 3 

‘tNv"rtH告-/昔、らもう祉な夜勤Jvt:ぎ~ ヲ

心の揺り毒事j曜のための努力をする自分の禽気が符なのか、なぜ霞分が病院にいるのか 4 

先生tご、包み隠さず香って 7 

¥i!分が荷のfとめに溺強っているかが分点可た方がいいと患っていた 6 

もうちょっと匁りたいと怠って〈子ども向けの)本音読んだ 告

処穫を詳しく舗ベた 1 

あまりにも辛〈てやめてくれ‘と言った 7 

もう嫌だ，さ告さも分からなL、くせに‘じゃあE量分が変わればいいじゃん 6.7 

逃1汚点、 3 

織だとかそういう気持ちでいっぱい・これ以上治療をしたくない 払私自

考える余裕がない 7 

自分で遣い込んだ 7 

選ぶ議事i在感じなかった 3 

何事もやる気が怒きない 3 

考えても仕方がない 3、5

治議はやれと言われたからやった 3 

議議や点i街、採愈が辛い 4 

マJI.o~入 JI，ンパ-11.0、注射が豪い 4 

務緩め鵠の会事制犠由悔い 4 

様子が患い詩のうがい奈が辛い 7 

点;商で辛抱t洗えない 7 

体力的に患い通りにならない 3..4 

激しく重量けない 払4

気持ちが慈い民役者気で会べられない・寝てもすぐ松毒気で起きる 4、6，7

穂らないのに毛が抜けた ι7 
まつ鳴とか産毛も会部抜けたので、怖い車査をしていた 5 

死iこ対する恐怖4>が議き上がる 点綴した鋳から具合が態〈、どうしようもできなι鳴に死んじゃうのかな 7 

誌を脅えた 3 

2踏についていけるかな 6 

鰍監の遅れが辛かった 4 

進学・進級へお影響で落鰻する 自分だけ進級できなかったのがシ37~ 7 

受験勉強という針留が出来なくなった ? 

今から受験勉強て詩に入続して完全に濁りから取り殺された g 

受験する議後のうンヲを落とした 3 

進路変更を合犠えよくされた 3 

就績が不安 8 

将来子どもができなかったら 6 

これからどうなっちゃうのかな 母

孤独感と苛立ちで一杯になる 践しかった 7 

制緩だらけで、患いii¥i171こいかな〈てイライうじた 3、7

持て余すほどの穣な綜織を過ごす雑誌額売んだりとか、歌とか、何重慨をつぶすことを考えていた s 
λ総生活Iま耳君、障害鵠をもてあます a 

辛さを艇もる一時に量産される 布施生日会などの行駒場しかっ~ ~6 

綜汁やが"tウーキ針撃った・ご飯1立楽しみ 3、4

保育(J)先生と遊んだり、~リスマスを一緒!こi晶ごしたり 4 

愛護
実感がもてず楽観視する

混状が撮めずj毘鈍する

混状に対して反発する

心が遣い込まれる

無気力惑となる

治癒や処震がさ普い

置Ijf哲F語が惑い

学業の議れを£慨する

行く末観践む
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表2 II、緊がんの子どもの額縁体験(銭安)
体験 送鍾 各研袋詰文における研究成果 文量制。

島分を雪量起寄せる 忍耐と議慢を良分に喜撃す 費量くて浪智正がらやった 号‘ 7

“なんで叩どうして"ということを外1::織さない・本心を見せない 7 

弱L、ところは箆せない 7 

率いとか慧わない・やめたいとか一切言わなかった 7 

議慢を覚えた 1，7 

夜、訟もいt，j;い外来や審議邸が鑓ってとなし鴨i関iこi郎、私、た 7 

弱t蓄をはか紙幣容として).i，るまう 7 

治畿が終わるのを'lーと待つ 7 

辛品、処置を乗りきる時箆出した アニメとがそういうのを見て忘れる s 
事いと患ったら寝る 6 

さ告さから解放された後のニとを考える 君

審有向きな気持ちに切り替える やらおきゃいけないものはやらなきゃいItない・治療レなL治法らない 1，3，7 

筋肉舎に考えた方が議 払弘5.7

落ち込んでも得しない・自分を励まし気持ちを立て穫す S 

病気と趨つでも、るのは息分r.=.'けじゃない 臥 7

治援で脅るのは恵まれてL渇ーその子{亡くなった子}め分誌で穏張る 3.5 

良くなっても喝所在探す 1 

未来の希書!Iこ向け盟議設定する 鑓癒古旬、事〈なって効書留があるんだ 7 

来る朱締f富じて頑張っていけiまきっと明るい未来が見えて〈る し号、7

学後に渓りたい 4 

複線止の毒事の強さ苦笑感ずる 家族のパヮ→こ助けられる 母織が毎日酒会Iこ来て<，tJ.た 7 

舗にいて〈れるだけで色分が強〈なれる。安心感 1.5 

母由嚇碁鈴1こ箸翁在してくれた 7 

自分4うことを一番に考えて〈れて~ 5、7

一線i!::税強って〈れている e 
E毒毅が支えて〈れた・家主義I草私のために常にサ;;f{-十して〈れ，t~ 4.5 

家主誌の潔品、思いやりに態耳語する 商議が{私を〉深〈愛してくれているのを感じた E 

家族全体が私中心になっていた 5，7 

書E篠の!i!I鯖費量豊じた 弘ふ5

苦言接持、込綴られている篠じがうれしかゥ~ 3 

家族内のI~逮いをする 良分のせいで家主主が式変住総mになり反抗する気持ちがなかった 7 

不満を震わな11ればよかった 7 

織へ負担をかけたくない 3 

一議後くで支えてくれた駿でも{良分の気持ちを)言えない 7 

健S置な友霊童iこ薮援を抱きつつ友情に蕗謝する 謀議止なり滋しい 会えない・遊4ない・容易に話せる環境でなかった 4 

友道室主=上手〈い阜、なくなった・友達鱒係が族くなった 札 7

主主主主命遣いが辛い 友獲の誌は切ない 3 

劣等感 S 

鑓犠での揺れる患いに悩む 友溺ニ忘れられてし2まう s 
友達には{禽分を}理解して欲しい 守、3

容姿の変化を君主遣がどう!Ie!す止めてし、るか気にした 官、6

友達fこは弱っt;1$分を:!!;せたくない 7 

表情iこ感謝する 書量れてからもずっと苧緩在〈れた4ールやお土産に感!ti 3、7

浪人L.t::.友遺品l'" 績に〈受島知樹齢ゲ 7 

皆が笑わせてくれな・君主をするのが議しい s‘阜、6

議獲で出会う人{こ思L港巡らす 医療容と鐙幾をお〈 庭護者が鴇緩できる人か発定める 7 

廷袋容とかかわる犠舎が少なく気持ちを認せない 7 

箆誘導Eからの支えに軍事ぶ 4量滋訴の“績張。て制2胞の意議・翁E重量曜からの苧紙 ? 

時気を綾わないで議褒にいろんなことを諾してもらっていいんだよ"の室奈?

先生の盛しい諸方，臨締が会いに来てくれた 4.1>、7

偲飾や場綾部から，1:::.(杏んの事を教えてもらった 4、辛

お湯で苧を古車ってくれて気持ちよかった 7 

後Iずるのが分かっているのに“すごい吉れいな髪ね"の震議 7 

年齢的に‘審議舗が一定の鶴離を髭いてくれてありがたかった 7 

謀議者割量緩ずる 看護節と仲良〈なった 丸?

主治穫と特急くなった 2..7 

癖気の子どもとめ心遣いする (病気について}ヘ却設霊せないから遊び剖殺していた E 

閉じ治療をした予とは諮しをしようとは駒官邸、 苫‘7

降じ綴気の子か込助言主された 4 

世主の手掛{すたいと怠つな 2 

勉め子£もの孫と聡分骨量11ねまと不安 6 

燭砲の人からの将積で傷つく 〈他!毘}商会1::来たおばあさんの"帝王草橋ねニんな望書になって同の霊祭 器

がんになって特別な慢で'，itられて 自
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m.研究方法

1.対象文献の選定

医学中央雑誌Webv，刊eぽ低r工.ム PU:由l均bMe吋dを用い

て 1凶98邸3'"'-'2014年までに国および梅外で発

表された小児がんの子どもの体験に関す

る研究論文のうち原著論文のみを検索対

象に Keywordを「小児がんJr体験」

「匂chi姐i1dh加Z却O∞O叫dcance町rJ r e}却中e剖:rie佃:nc印es叫Jとして

検索した。さらに、文献の漏れを防ぐため

にハンドサーチを行った。結果、和文献 56

件、英文献 73件が検索された。次に、収

集した文献の選定基準と除外基準を設け

た。選定基準は、小児がんの子どもの闘病

体験に関するカテゴリ、サブカテゴリ、コ

ードが明記されているもの、除外基準は、

最的研究、事例研究の文献とした。その結

果7文献を対象とした(表1)。

2.分析方法
「小児がんの子どもの闘病体験jでの子

どもの思いを明らかにするために、メタエ

スノグラフィーにより、新たな知見の発見

を導くために、 No油bl出i社t，G
タ統合の手法を参考にして分析した。この

方法により、一定の手続きに沿った客観的

な分析が可能になると考えた。分析に際し

て信頼性を確保するために、研究者間でデ

イスカッションを行い検討した。倫理的配

慮として、対象文献の著者らが抽出したカ

テゴリ、サブカテゴリ、コードの本来の意

味内容を逸脱しないよう配慮した。

N.結果

小児がんの子どもの闘病体験は【】、表

題は<2>、研究論文の研究成果は<>で

表す。

小児がんの子どもの発病の初期から一

連の治療が終了するまでの闘病体験は、

【突然起こった現状に思いを巡らす]、【治

療や処置に苦悩する】、【自分の将来に思い

を巡らす]、【入院生活での辛さと楽しみを

実感する]、【自分を奮起させる]、[家族と

の紳の強さを実感する】、{健康な友達に羨

望を抱きつつ友情に感謝する]、【病棟で出

会う人に思いを巡らす]で、あった(表 2)。

1.【突然起こった現状に思いを巡らす]体

験について

子どもは、小児がんになり入院するとい

う突然な状況に<何か分からないまま入

院したので、ただの熱ぐらいしか思ってい

なかった>、また病名を聞いてもくああ、

入院するんだ>という《実感がもてず楽

観視する》。また、<病気になるとは恩わ

なかった><病名を聞いて驚いた><戸

惑った><悲しくて泣いた><治療など

説明を受けたけど具体的にどうなってい

くのか分からなかった><悪性で、はない

かと不安>となり《現状が掴めず混乱す

る》状況となっていた。そして、<どうし

て自分なのか><私が悪いことをしたの

かな><私も幸せになる可能性がある>

と《現状に対して反発する》とともにく

もう駄目だ><不運だ><“がん"のイメ

ージから自分は死ぬんだな>と《病気に

対する絶望と驚博を抱く》状態となった。

しかし、病名を聞いていない子どもは、<

自分の病気が何なのか、なぜ、自分が病院に

いるのか>疑問に思い<先生に包み隠さ

ず言って>といい、<自分が何のために頑

張っているのかが分かつた方がいいと思

っていた>。病気について説明を受けた子

どもは、くもうちょっと知りたいと思って

(子ども向けの)本を読んだ>り<処置を

詳しく調べた>りと《心の幡り解消のた

めの努力をする》。

2. [治療や処置に苦悩する]体験について

子どもは、痛みを伴う検査や処置や治療

に対してくあまりにも辛くてやめてくれ

と言った>くもう嫌だ、辛さもわからない

くせに、じゃあ自分が変わればいいじゃん

><逃げたい><嫌だという気持ちでい

っぱい><考える余裕がない>と我慢を

強いられ《心が追い込まれる》状況とな

っていた。そして、治療に対して<何事も

やる気が起きない><考えても仕方がな

い><治療はやれと言われたからやった

>と《無気力感》となっていた。また、<

涜腸や点滴、採血が辛い><調子が悪い時

のうがい薬が辛い>という《治療や処賓

が辛い》事や<体力的に思い通りになら

ない><激しく動けない>と体力の変化

や<気持ちが悪い><吐き気で食べられ

ない><寝てもすぐ吐き気で起きる><

触らないのに毛が抜けた>副作用やくま

つげとか眉毛も全部抜けたので、怖い顔を

していた>容姿の変化による衝撃という

《副作用が辛い》事に耐え、<死んじゃう

のかな>と《死に対する恐怖心が湧き上

がる》状況となった。

oo 
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3.【自分の将来に思いを巡らす】体験につ

いて

入院により休んでいた期聞があるため

<勉強についていけるかな>と子どもが

治療の過程でふと思う《学業の遅れを心

配する〉。また、<自分だけ進級できなか

ったのがショック><受験勉強という計

画が出来なくなった><受験する高校の

ランクを落とした><進路変更を余儀な

くされた><就職が不安>と《進学・進級

への影響で落胆する》。そして、<将来子

どもができなかったら><これからどう

なっちゃうのかな>と《行く末を悩む》

状況となった。

4.【入院生活での辛さと楽しみを実感する]
体験について.

子どもは、社会的に隔離されて<寂しか

った><制限だ、らけで、思い通りにいかな

くてイライラした>という《孤独感と苛

立ちで一杯になる》。また、<雑誌を読ん

だりとか、歌とか、何か暇をつぶすことを

考えていた><入院生活は暇、時間をもて

あます>という《持て余すほどの暇な時

間を過ごす》状況となった。しかし、<お

誕生日会などの行事が楽しかった><豚

汁やホットケーキを作った><保育の先

生と遊んだり>して病気を記憶の片隅に

追いやり《辛さを忘れる一時に癒される

~a寺聞もあった。

5. 【自分を奮起させる]体験について

子どもは、処置に対して<痛くて泣きな

がらやった><“なんで"“どうして"と

いうことを外に出さない><弱いところ

は見せない><本心を見せない><辛い

とか言わない><やめたいとか一切言わ

なかった>、一方<夜、誰もいない外来や

看護師が回ってこない時聞に泣いていた

><治療が終わるまでジーと待つ>こと

で病気の回復に向けて治療や処置を自分

の力で乗りきろうと《忍耐と我慢を自分

に課す〉ことをした。そして、<アニメと

かそういうのを見て忘れる><辛いと思

ったら寝る><辛さから解放された後の

ことを考える>ようにして《辛い処置を

乗りきる策を見出す》を工夫していた。ま

た、くやらなきゃいけないものはやらなき

ゃいけない><治療しないとも治らない

>と自分に言い聞かせ<前向きに考えた

方が楽><落ち込んで、も得しない><病
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気と闘っているのは自分だ、けじゃない>

<治療できるのは恵まれている><自分

を励まし気持ちを立て直す>ようにして

《前向きな気持ちに切り替る》ようにし

た。そして、<腫蕩が小さくなって効き目

があるんだ><来る未来を信じて頑張っ

ていけばきっと明るい未来が見えてくる

><学校に戻りたい>と《未来の希望に

向け目標設定する》ことで頑張ろうとし

ていた。

6.【家族との紳の強さを実感する]体験に

ついて

子どもは、<母親が毎日面会に来てくれ

た><側にいてくれるだけで自分が強く

なれる><安心感><母親が献身的に看

病をしてくれた><自分のことを一番に

考えてくれた><一緒に頑張つ、てくれて

いる><t:家族のパワ}に助けられる》と

感じていた。また、<両親が(私を)深く愛

してくれていると感じた><家族全体が

私中心>で<家族の団結を感じた>など

《家族の深い思いやりに感謝する》状況

であった。そのことより、<自分のせいで

家族が大変な状況になり反抗する気持ち

がなかった><不満を言わなければよか

った><親へ負担をかけたくない><一

番近くで支えてくれた親でも(自分の気持

ちを)言えない>と《家族への心遣いをす

る》ようにしていた。

7.【健康な友達に羨望を抱きつつ友情に感

謝する]体験について

子どもは、 λ院・治療による制限により

友達と<会えない><遊べない>ことで

<友達と上手くいかなくなった><友達

関係が狭くなった>という《疎遠となり

淋しい》思いをしていた。また、健康な生

活をおくっている友達との会話で生活の

差を感じ<友達の話は切ない><劣等感

>を抱く《生活の違いが辛い》と思うこ

とがあった。一方、<友達に忘れられてし

まうと感じ><友達には(自分を〕理解し

て欲しい><容姿の変化を友達がどう受

け止めているか気にした><友達には弱

った自分を見せたくない><t:関係での揺

れる思いに悩む》こともあった。しかし、

<離れてからもずっと手紙をくれた><

メールやお土産に感謝><皆が笑わせて

くれた><浪人した友達から“一緒に(受

験)頑張ろう">という《友情に感謝》し
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ていた。

8.【病棟で出会う人に思いを巡らす]体験

について

子どもは入院により最初に出会う<医

療者が信頼できる人か見定める><医療

者とかかわる機会が少なく気持ちを話せ

ない>~医療者と距離をおく》ことがあ
った。しかし、<看護師の“頑張っている

ね"の言葉><“気を使わないで素直にい

ろんなことを話してもいいんだよ"の言葉

><先生の優しい話方><看護師からの

手紙><お湯で手を洗ってくれて気持ち

よかった>ことから《医療者からの支え

に喜ぶ》こともあった。そのことから、<

看護師と仲良くなった><主治医と仲良

くなった>ことで《医療者を信頼する》

ようになった。

また、同じように病気で入院している他

の子どもとのかかわりでは、<(病気につ

いて)へたに話せないから、遊びの話をし

ていた>と配慮をし、<同じ治療をした子

とは話をしようとは思わない>と思いな

がらも<同じ病気の子どもから励まされ

た><他の子も助けたい>と《病気の子

どもとの心遣いをする》状況があった。

しかし、<(他児の)面会に来たおばあさ

んの“可哀相ねこんな姿になって"の言葉

>にくがんになって特別な目で見られて

>と《周囲の人からの同情で傷つく》こ

とに悩んだ。

V.考察

本研究では、小児がんの子どもが辛い闘

病体験をどのように乗りこえていこうと

したかという視点で考察することとした。

1.小児がんの子どもの「がんばり j

病気になることで子どもは、自分が罰を

うけたと考えてしまう (Gellert、1961)0 < 
どうして自分なのか><私が悪いことを

したのかな>でもわかるように、子どもは、

罪悪、罪という思いで』悩んでいたのではな

いか。また、子どもにとって急性の病気は

ゆっくりと進む病気よりも強い恐れや不

安をひき起こし、さらに病気は子どもに理

解できうる程度によって異なり、混乱をお

こす(Dimock、1960)0<戸惑った><悲し

くて泣いた>と、子どもは突然の病気や入

院に戸惑い、怖さや不安を感じていた。同

時に<治療など説明を受けたけど具体的

にどうなっていくのか分からなかった>

<悪性ではないかと不安>と、病気につい

て説明を受けても“小児がん"という、子

どもにとって理解するには難しい病気に

対して十分理解できない状況から不安を

感じていたと考える。そこで子どもは、入

院を強いられている状況や検査や治療の

辛さ、病気の症状による痛みや苦しみが生

じていることから、なぜこのような状況と

なっているのかと疑問を感じ、<自分が何

のために頑張っているのかが分かつた方

がいいと思っていた>ことより、くもうち

ょっと知りたい>と思い、子ども自信で<

詳しく処置を調べた><(子ども向けの)

本を読んだ>行動を起こすことで疑問と

なっている様々な《心の幡り解消のため

の努力をする〉子ども自身の「がんばりJ
があった。

本研究の分析対象文献での調査対象者

の発症年齢は、幼児期後期から思春期まで

である。子どもには、自身の行動を意識的、

自発的にコントロールする能力である自

己調整機能があり (Bronson，2000)、幼児期

の前頭葉の成熟に伴って子どもの自己調

整機能は急激に発達する (Luria、1969)。ま

た、自己調整機能には、自分の欲求や行動

を抑制・制止する自己抑制的側面と自分の

要求や意思を明確に持ち表現し主張する

自己主張的側面の 2側面があるが、自己主

張的側面は4歳半頃から伸びがみられない

(柏木、 1988)。すなわち、加齢にともなっ

て自己抑制的側面の発達が強化されてい

く(樟本ら、 2004)。自己抑制が強化された

子どもは、<本心を見せない><辛いとか

言わない>くやめたいとか一切言わなか

った>というように、自分の気持ちを抑制

して、辛いという思いを我慢していたと考

える。そのような中で子どもは、<アニメ

とかそういうのを見て忘れる><辛いと

思ったら寝る>ようにして子どもなりに

辛い状況を我慢しつつ乗りきる策を見つ

け、気持ちをポジティプに切り替え、楽に

なる方法を考える《前向きな気持ちに切

り替え》ていた。そこには、家族や友達、

同じように病気で入院している子どもや

医療者の助けとともに、子ども自身が<学

校に戻りたい><腫壌が小さくなって効

き自があるんだ>という《未来の希望に

向け目標設定》をしていたことによる力

もあったのではないかと考える。現在、小
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児看護は子どもの病気や入院による心理

的混乱に対する子どもの対処能力を引き

出すプレパレ}ションが行われている。プ

レバレーションの 5つのステップの内、第

4ステップに処置中の辛さからの気晴らし

として、ディストラクションが行われてい

る(及川ら、 2007)。しかし、本研究の結果

より、治療や処置に対して子ども自身でも

気晴らしをしていることが明らかとなっ

た。看護師は、子どもが処置に対してどの

ように気晴らしをしようとしているかを

把握し、子どもの思いにそった援助方法の

選択が必要であると考える。

また、繰り返される辛い検査や処置に対

して<あまりにも辛くてやめてくれ、と言

った><じゃあ自分が変わればいいじゃ

ん>と、辛い状況に《心が追い込まれ》て

いた。子どものフラストレ}ションの対処

として攻撃がある(柏木、 1983)。子どもは、

辛い処置や治療に対して《忍耐と我'慢を

自分に課して》頑張っていたが、治療や処

置が繰り返し行われることで、頑張つでも

なかなか辛さから逃れられないことで攻

撃反応を起こしたと考える。柏木(1983)は、

フラストレーションに長くさらされると

無力感となる、と述べている。子どもは、

治療や検査をずっと受け続けていなけれ

ばならない辛さから《無気力感》と発展

していったと考える。加えて、体調が悪い

状態が続くことで《死に対する恐怖心が

湧き上が》っていた。このような状況でも、

子どもは頑張ろうとしていた。そこには、

<学校に戻りたい><腫擦が小さくなっ

て効き目があるんだ>という《未来の希

望に向け目標設定》をしていたからでは

ないかと考える。学童期になると自己抑制

を行う際に、社会的価値や社会的望ましさ

が、発達に伴い行動の規範として取り入れ

られる(庄司、 1996)。子どもは、学校に戻

りたい、病気を治したい思いから、治療や

処置を受けることはその希望に繋がる、だ

から治療や処置の辛さを我慢する、がんば

る、という行動に繋がっていったと考える。

以上のことから、子どもは、がんばること

ができる状態とがんばることができない

状態の繰り返しで小児がんの辛い闘病生

活を過ごしていたのではないかと考える。

2.小児がんの子どもの「がんばりの支え」

小児がんの子どもの「がんばりの支えJ
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となったのは、家族、健康な友達、病気で

入院している子ども、医療者による助言や

癒しの言葉、援助であった。

子どもは、自身の病気や入院に対して<

母親が献身的に看病してくれた>ことや

<側にいてくれるだけで自分が強くなれ

る><安心感>や、<一緒に頑張ってくれ

ている><t:家族のパワ}に助けられる》

ことで、子どもは一人で頑張っているので

はない、常に助けてくれる家族がいること

を実感し、そのことが子どもの「がんばり

の支えJとなっていたと考える。また、子

どもは、《家族の深い思いやりに感謝する

》気持ちが生まれ《家族への心遣いをす

る》心が育っていた。幼児期後期から他者

視点の理解が発達する(子安ら、 2011)。子

どもは、家族の自分に対する行動や言葉に

より、自分を大切に思う気持ちが分かり感

謝の気持ちとなっていたと考える。

飯田ら (2013)は、闘病体験とレジリエン

スの関係に関する研究にて、発症前から親

友がいる子どもは、親友のいない子どもに

比べてレジリエンスが高く、辛かった時期

に支えてくれた親友の存在は、小児がんの

子どもにとって特別な存在である、と報告

している。子どもは、入院以前から交流の

あった健康な友達に対して《生活の違い

が辛い》思いをしながらも<会えない>

<遊べない><t:疎遠となり淋しい》思い

をしていたが、健康な友達との《関係での

揺れる思いに悩み》をもちながら<離れ

てからもずっと手紙をくれた><皆が笑

わせてくれた>ことでく学校に戻りたい

>という《未来の希望に向け目標設定》

ができ、《前向きな気持ちに切り替える》

助けになっていたと考える。子どものレジ

リエンスを高めていくためには、友達との

つながりを支援していくことが必要であ

る(飯田ら、 2013)。しかし、治療の副作用

で免疫力が低下している小児がんの子ど

もの感染予防は重要であり、その観点から

子どもの面会が制限されている。このよう

な病院環境を考慮して、子どもが健康な友

達と交流ができる環境の設定を工夫する

ことが必要である。現在、パーソナルコン
ヒ。ユ}ター、タブレット PCが発達してき

ている。これらの電子機器を使って、直接

会えない健康な友達との対話ができる環

境が整うことは理想である。これは、面会

q
u
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に来た友達やきょうだいのみならず、治療

の副作用で部屋から出ることができない

子どもと同じように病気で入院している

子どもとの交流にも用いることができる。

いずれにしても、子どもの病状や家族の思

い、子どもや家族が、友達やきょうだい、

他児との交流を望んでいるか否かを含め

て、個々の子どもについて十分理解してい

る医療者が考慮することが重要と考える。

また、子どもは同じ病棟で生活をともに

する仲間と、病気は違っていても年齢や性

別、出身地が違っても病気と闘う同士とな

っており、声をかけあい、励まし合い、情

報交換やおしゃべりをして笑い合ってス

トレスを解消している(小俣、 2011)。子ど

もは、入院している子どもとの交流で、<

(病気について)へたに話せないから、遊び

の話をしていた>という心遣いをしなが

らも<同じ病気の子どもから励まされた

>ことで《辛い処置を乗りきる策を見出

した~~前向きな気持ちに切り替え》が
できる支えを受けていた。そこには、子ど

も同士の交流を支えた医療者の支援があ

ったと考える。

柏木(1983)は、子どもの努力を認めるフ

ィードパックが重要で、あり、そのことで、

自信を強め、前向きに進み、高い達成に導

ける、と述べている。看護師の<頑張って

るね>の言葉は、辛い治療に対して子ども

が頑張ろうとしていることを認めること

となり、子どもの病気と闘う力を認めるこ

とに繋がり、子どもの自信となり、治療や

処置に前向きに進もうという勇気となっ

たと考える。

VI.結論

小児がんの子どもの闘病体験での新た

な知見を見出し、看護への示唆を得る目的

で研究論文のメタ統合を行った。

その結果、辛い治療や処置を乗りこえる

ための子ども自身の「がんばり」があり、

子どもの「がんばりの支え」となる他者の

支援があることが明らかとなった。

今後は、子どもの「がんばりJに沿った

「支え」となる看護介入の検討が必要であ

る。
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